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シリーズ世界の国からこんにちは No.3　〔パラグアイ編〕エコとぴっくす しみんのトビラ

〔合併5周年記念〕市の花・木・鳥を制定します ニューススポット平成21年度　市の財政状況 お知らせ

まちの話題

［ 設楽原決戦場まつり］
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で

緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　「長篠・設楽原の戦い」は、天文12年

（1543年）伝来の火縄銃が大量に使用

され、その威力をまざまざと見せつけ、戦

国の流れの大きな分岐点となった日本

史に残る戦いです。

　設楽原決戦場まつりは決戦と同じ時

に同じ場所で行われます。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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○

○○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

あいきょうクリニック�(大野田)

茶臼山厚生病院�(富沢)

茶臼山厚生病院�(富沢)

中根医院�（本町）

しんしろフィットクリニック�(川路)

ほうらいクリニック�(大野)

米田内科�（平井）

のだクリニック（中市場）

内山医院�(平井)

宮本病院�(海老)

米田内科�（平井）

西新町内科整形外科外科医院�(東新町)

中根医院�（本町）

中村医院�（的場）

のだクリニック（中市場）

高木内科医院�（栄町）

今泉病院�(栄町)

むらまつ内科�（東新町）

内山医院�(平井)

静巌堂医院�（副川）

ちさと医院�（杉山）

星野病院�(大野)

荻野医院�（長篠）

星野病院�(大野)

西新町内科整形外科外科医院�(東新町)

織田医院�(下吉田)

くまがい医院�(富永)

緑が丘診療所�(緑が丘)

あいきょうクリニック�(大野田)

ながしのクリニック�（長篠）

茶臼山厚生病院�(富沢)
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［ 設楽原決戦場まつり ］

今 月 の 人 口

平成22年6月1日現在
（前月比）

総人口…… 50,869人（－56）
男………… 25,060人（－24）
女………… 25,809人（－32）

世帯数……………… 16,623

出生……33人

死亡……54人

転入……60人

転出……96人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。
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氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

5月届出分元気でよい子に…

※5月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

●em

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

・
は
じ
め
ま
し
て
　
○
○
で
す
�

・
連
谷
小
学
校
　
3
週
目
�

・
し
ん
し
ろ
健
康
づ
く
り
21
応
援
隊

　
〜
作
手
す
っ
き
り
体
操
ク
ラ
ブ
〜

・
ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城
�

・
連
谷
小
学
校
　
4
週
目
�

・
鳳
来
寺
山
と
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ

・
第
55
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
（
消
防
団
）
�

・
開
成
小
学
校
　
1
週
目
�

・
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導
会
に
向
け
て

　
（
消
防
署
）

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会
�

・
開
成
小
学
校
　
3
週
目
�

・
4
H
ク
ラ
ブ
【
拡
大
枠
6
分
】

・
広
見
ヤ
ナ
　
ヤ
ナ
開
き
�

・
開
成
小
学
校
　
2
週
目
�

・
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
・
し
ん
し
ろ

　
〜
新
城
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
会
議
〜

放

送

日

番

組

内

容

●em

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
6
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

3歳
（平成18年11月26日生まれ）

5歳
（平成17年2月7日生まれ）

瑛奈ちゃん

父　前田英登さん・母　愛子さん（作手・明和）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
登
場
す
る
「
ち
び
っ
子
」
を

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

ピアノの練習、がんばるね�

（左）

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
7
時
30
分
 

②

午
後
0
時
30
分

③

午
後
3
時
30
分
 

④

午
後
6
時
30
分

⑤

午
後
10
時
30
分
　
⑥

午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6

時
30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

●問
■本

●問
■本

愛菜ちゃん （右）

　
　
　

ま
　
お

　
　

り
ゅ
う
せ
い

　
　
　あ
さ

　ひ

　
　

ゆ
う

ひ

　
　

な
つ
　
き

　
　

り
ょ
う

ま

　
　

さ
い
　
は

り
ゅ
う

た

ろ
う

　
　

き
ら
　
と

　
　

さ

あ
や

　
　

り
ゅ
う
せ
い

　
　

く
る

み

　
　

り
ゅ
う

き

　
　

せ
い

じ

　
　
　
さ

な

　
　
　
さ

な

　
　

は
る

と

　
　
　
る
　
い

　
　
　
じ

え
い

　
　
　
り
ゅ
う
と

　
　

ゆ
う

ひ

　
　

と
ら

き

　
　

わ

か
な

　
　

は
る

き

　
　

じ
ゅ
だ
い

　
　

ゆ
う

と

　
　

は
な

え

　
　

ゆ
う

り

え   な

まえだ ひでと あい こ

あ い な 　
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笹
に
似
た
葉
が
特
徴
で
、

香
り
も
よ
く
、
初
夏
の
山

里
に
薄
桃
色
の
清
楚
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
市
内
各

地
に
あ
り
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
て
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

夏
に
サ
ギ
が
飛
ぶ
姿
を
思

わ
せ
る
可
憐
な
純
白
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
県
下
唯

一
の
泥
炭
湿
地
に
生
え
、

優
美
な
姿
は
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
、
栽
培
も
比
較
的
容

易
に
で
き
ま
す
。

昔
か
ら
、
人
と
の
か
か
わ

り
の
深
い
花
で
す
。
市
内

各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

深
紅
の
鮮
や
か
な
花
の
咲

き
ぶ
り
は
、
秋
の
田
園
風

景
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ

ま
す
。

初
夏
に
白
い
小
さ
な
花
を

密
集
さ
せ
て
咲
か
せ
ま
す
。

市
内
出
身
の
研
究
家
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

生
育
地
が
限
ら
れ
、
大
切

に
し
た
い
花
で
す
。

市
内
の
野
山
に
生
育
し
、

夏
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
香
り
が
強
く
、
豪

華
で
気
品
が
あ
り
ま
す
。

「
鳳
来
寺
ユ
リ
」
と
も
呼

ば
れ
、
古
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

紅
葉
を
代
表
す
る
木
で
、

各
地
に
植
え
ら
れ
、
自
生

も
あ
り
ま
す
。
渓
流
沿
い

の
新
緑
と
紅
葉
は
ひ
と
き

わ
美
し
く
、
秋
に
も
み
じ

ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

市
内
各
地
で
栽
培
さ
れ
、

暮
ら
し
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
早
春
に
は
花

も
楽
し
め
、
梅
の
里
と
し

て
「
日
本
里
山
100
選
」
に

選
ば
れ
た
川
売
地
区
が
あ

り
ま
す
。

鳳
来
寺
山
の
「
傘
杉
」
は

樹
高
約
60
ｍ
で
、
日
本
一

の
高
さ
を
誇
り
ま
す
。
ま

た
、
市
内
各
地
に
は
杉
の

名
木
・
巨
木
が
多
く
あ
り
、

大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
桜
で
、

市
内
各
地
に
多
く
自
生
し

て
い
ま
す
。
名
木
も
多
く
、

若
葉
が
出
る
と
同
時
に
、

薄
紅
色
の
花
が
咲
き
春
の

山
を
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。

市
内
の
山
林
に
生
育
し
、

白
い
花
、
食
用
に
な
る
実
、

紅
葉
と
年
中
楽
し
め
ま
す
。

自
生
は
少
な
い
で
す
が
、

公
園
や
民
家
に
好
ん
で
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
各
地
で
身
近
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
姿
は
地
味

で
す
が
、
さ
え
ず
り
の
声

を
知
ら
な
い
方
は
い
ま
せ

ん
。
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

市
内
各
地
の
川
や
池
な
ど

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
水

面
す
れ
す
れ
を
飛
び
、
羽

根
が
ヒ
ス
イ
の
よ
う
に
美

し
い
の
で
、
飛
ぶ
宝
石
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鳳
来
寺
山
の
声
の
仏
法
僧

と
し
て
全
国
的
に
有
名
で

す
。
県
の
鳥
で
も
あ
り
、

深
山
幽
谷
に
す
む
霊
鳥
と

し
て
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

市
内
全
域
に
生
息
し
、
民

家
近
く
に
も
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
黄
緑
色
の
羽

根
と
目
の
ま
わ
り
の
白
い

ふ
ち
ど
り
が
愛
ら
し
く
、

誰
も
が
知
る
身
近
な
存
在

で
す
。

市
内
の
清
流
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
白
地
に
黒
の
羽

根
模
様
は
優
雅
で
す
。
自

然
が
よ
く
守
ら
れ
た
豊
か

な
川
を
代
表
す
る
鳥
で
、

気
品
と
風
格
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
山
間
部
に
生
息
し
、

水
田
や
池
な
ど
に
か
か
る
木

の
枝
先
な
ど
に
、
泡
状
の
卵

塊
を
作
り
ま
す
。
全
身
が
緑

色
で
こ
の
地
方
の
も
の
は
褐

色
の
斑
紋
が
あ
り
ま
す
。
樹

上
の
生
活
に
適
し
た
大
き
な

吸
盤
と
、
愛
ら
し
い
姿
が
特

徴
で
す
。
森
に
生
息
し
、
空

中
に
産
卵
す
る
変
わ
っ
た
生

態
の
カ
エ
ル
で
、
豊
か
な
森

と
水
の
新
城
を
象
徴
す
る
生

き
物
と
い
え
ま
す
。

鳳
来
寺
山
を
代
表
す
る
岩
石

で
、
松
脂
の
よ
う
な
光
沢
が

あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ

り
ま
す
。
水
分
を

5
％
以

上
含
む
ガ
ラ
ス
質
の
火
山
岩

で
、
約
1,
5
0
0
万
年
前

の
大
規
模
な
火
山
活
動
に
よ

り
で
き
ま
し
た
。
鳳
来
寺
山

か
ら
棚
山
に
か
け
て
の
分
布

は
国
内
最
大
で
す
。
鳳
来
寺

山
は
「
日
本
の
地
質
100
選
」

に
県
で
唯
一
選
ば
れ
て
い
て

い
ま
す
。
市
が
全
国
に
誇
れ

る
石
で
す
。

　
合
併
前
の
旧
市
町
村
で
は
、
別
記
の
と

お
り
各
市
町
村
の
「
花
」
と
「
木
」
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
前
の
新
城
市

誕
生
の
際
の
合
併
協
議
に
お
い
て
、
「
市

の
花
・
木
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
定
め
る
」
こ
と
と
し
た
た
め
、
節
目

の
年
に
当
た
る
本
年
度
に
制
定
を
進
め
る

も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

う
た
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

候
補
選
定
の
経
過
と
今
後
の
予
定

５
月

・
５
月
に
市
長
の
諮
問
の
受
け
た
有
識
者

　
６
人
に
よ
る
「
市
の
花
・
市
の
木
等
選

　
定
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
花
５
種
、

　
木
５
種
、
鳥
５
種
の
候
補
が
選
定
さ
れ

　
ま
し
た
。
ま
た
、
石
、
カ
エ
ル
に
つ
い

　
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
〜
８
月

・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
応
募
結

　
果
を
参
考
に
、
選
定
委
員
会
と
し
て
の

　
意
見
を
ま
と
め
、
市
長
へ
答
申
し
ま
す
。

10
月

・
10
月
３
日
開
催
の
市
制
５
周
年
記
念
式

　
典
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
方
法

　
全
戸
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
チ
ラ
シ
に

印
刷
さ
れ
た
「
応
募
は
が
き
」
を
切
り
取

り
、
「
花
・
木
・
鳥
」
の
候
補
か
ら
各
１

点
と
、
新
城
市
の
特
色
や
魅
力
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
、
委
員
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
「
石
・
カ
エ
ル
」
を
、
「
花
・
木
・
鳥
」

に
加
え
て
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
適
否
を
記
入
し
、
企

画
課
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

応
募
締
切

　
７
月
15
日

（木）
　
必
着

応
募
対
象
者

　
市
内
在
住
者

　
（
１
戸
１
回
の
応
募
に
限
り
ま
す
の
で
、

　
家
族
で
ご
相
談
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ

　
い
）

問
い
合
わ
せ
先

　
　
企
画
課
　
　
23
‐
７
６
２
０

※
参
考
（
旧
市
町
村
の
花
・
木
）

　
旧
新
城
市

　
・
花
／
サ
ク
ラ
　

　
・
木
／
ア
カ
マ
ツ

　
旧
鳳
来
町

　
・
花
／
ホ
ソ
バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

　
・
木
／
鳳
来
寺
杉

　
旧
作
手
村

　
・
花
／
サ
ギ
ソ
ウ

　
・
木
／
コ
ウ
ヤ
マ
キ

●市の花の候補●

●市の木の候補●

●市の鳥の候補●

●そのほか新城市の特色や魅力を象徴するもの●（「市の石」・「市のカエル」）

ササユリ サギソウ ヒガンバナ ミカワバイケイソウ ヤマユリ

ヤマボウシヤマザクラス　ギウ　メイロハモミジ

ウグイス カワセミ コノハズク メジロ ヤマセミ

モリアオガエル

市のカエル
松脂岩

市の石

新城市は、10月1日をもって、合併5周年を迎えます。
そこで、市町村合併後の市民の融和、一体感のさらなる熟成を図るため、

市の「花・木・鳥など」を制定します。

～市民アンケートにご協力ください～

た
い
り
ん

ご
う

（しょうしがん）

■本

か

い
に
し
え

せ
い
い
く

ち

し
ん
　
く

で
ん
え
ん
ふ
う

け
い

い
ろ
ど

か
　
れ
ん

で
い
た
ん
し
っ

ち

ゆ
う

び

さ
い
ば
い

さ

さ

う
す
も
も
い
ろ

せ
い

そ

か
さ
す
ぎ

じ
ゅ
こ
う

ほ
こ

じ

せ
い

け
い
り
ゅ
う

ぞ

し
ん
り
ょ
く

こ
う
よ
う

も

み

じ

ゆ
う

が

ぶ
っ
ぽ
う
そ
う

し
ん
ざ
ん
ゆ
う
こ
く

れ
い
ち
ょ
う

じ
　
み

あ
わ
じ
ょ
う

ら
ん

か
い

は
ん
も
ん

じ
ょ
う

じ
ゅ

た
い

せ
い

ま
つ
や
に

こ
う
た
く

だ
い

き
　
ぼ

た
な
や
ま
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収入済総額

195億8,960万7,521円予算総額

226億7,145万円 支出済総額

177億7,333万4,864円

平成21年度決算額は、12月号で報告します。

皆さんのために使われたお金�

32万1,388円

企業会計
67億2,949万円

特別会計
108億6,572万円

一般会計
237億775万円

皆さんが負担した市税�

14万2,897円

市民一人当たりの市税の負担状況市債の状況（平成21年度末現在残高見込み）

万円
35

30

25

20

15

10

5

0

平成22年3月31日現在の市の家計簿をご覧ください。

《収入・支出済総額に4月、5月分の収入･支出額が加えられ決算額となります》

平成21年度

■本●問

会 計 名 予 算 現 額

予算現額

収入率（%）

収 入 済 額

収入済額

予算現額

執行率（%）

支出済額

支 出 済 額

予 算 現 額区 　 　 分会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

42億5,710万円

8億337万円

7億8,865万円

8億4,127万円

1,137万円

1,700万円

37億3,119万円

4億9,530万円

7億5,587万円

3億6,306万円

1,237万円

600万円

40億6,015万円

6億3,282万円

7億2,877万円

6億1,224万円

959万円

1,050万円

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

介 護 保 険 事 業 �

国 民 健 康 保 険 診 療 所 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

公 共 下 水 道 事 業 �

地 域 下 水 道 事 業 �

宅 地 造 成 事 業 �

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

新 城 市 民 病 院 事 業 �

 

水 道 事 業 �

 

工 業 用 水 道 事 業

127億8,488万円

67億1,876万円 53億6,379万円 60億5,407万円

89億6,956万円 108億4,143万円

特 別 会 計

企 業 会 計

一般会計の執行状況

特　別　会　計　合　計�

企　業　会　計　合　計�

市税

地方
交付税

市債

国庫
支出金

諸収入

県支出金

繰越金

分担金および
負担金

そのほか

民生費

総務費

公債費

衛生費

教育費

土木費

消防費

農林
水産業費

そのほか

95.9%

104.8%

75.3%

91.2%

52.7%

100.0%

82.5%

102.2%

8.1%

66.3%

99.5%

83.1%

76.9%

78.6%

68.7%

77.7%

67.5%

87.6%

0      10      20     30     40    50     60   70　 80億円 0　　　10　　　20     30 　　 40  　    50 　　60億円

47億5,898万円

2,795万円

9億7,076万円

37億2,910万円

1億8,264万円

14億1,105万円

3億1,937万円

12億604万円

803万円

1億7,096万円

37億6,423万円

2,799万円

4億6,901万円

28億8,775万円

1億6,177万円

6億7,164万円

9,223万円

8億5,991万円

648万円

2,855万円

42億6,265万円

444万円

9億1,562万円

32億7,222万円

1億6,092万円

8億5,690万円

1億6,243万円

10億5,186万円

462万円

1億4,977万円

歳　　　　入 予 算 現 額 収 入 済 額 予 算 現 額 支 出 済 額歳 　 　 　 出

市 　 　 　 　 　 税 73億1,652万円

29億3,030万円

37億4,147万円

2億6,545万円

3億7,930万円

53億1,341万円

19億3,350万円

18億9,189万円

13億7,343万円

13億3,081万円

10億1,365万円

5億1,002万円

19億8,822万円

51億1,672万円

39億87万円

30億9,887万円

28億6,115万円

21億6,909万円

16億8,923万円

16億138万円

10億6,406万円

11億7,008万円

33億9,409万円

32億4,022万円

30億8,428万円

22億14万円

17億465万円

11億6,120万円

12億4,480万円

7億1,849万円

10億2,547万円

70億1,725万円

26億6,581万円

37億5,054万円

2億2,225万円

3億7,865万円

55億7,021万円

1億5,670万円

14億2,414万円

12億5,307万円

7億144万円

10億1,365万円

4億2,089万円

20億3,226万円

地 方 交 付 税 � 

市 債 � 

国 庫 支 出 金 � 

諸 収 入 � 

県 支 出 金 � 

繰 越 金 � 

分担金および負担金� 

そ の ほ か � 

市 民 税

固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

そ の ほ か

民 生 費 �

総 務 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

農林水産業費�

そ の ほ か ��

内
　
　
訳
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
若

草
色
の
も
の
）
は
７
月
31
日

（土）
が

有
効
期
限
で
す
。
8
月
以
降
は
新

し
い
保
険
証
（
青
色
の
も
の
）
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
取
時
に

　
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。
配
達
で
き
な
か
っ
た

　
保
険
証
は
市
民
保
険
課
お
よ
び

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

　
振
興
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
の

　
で
、
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証

　
が
届
か
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
証
）

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日

（土）
の
減

額
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
以

降
も
対
象
と
な
る
方
（
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
の
方
）
に
は
、
新
し
い
減
額
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
減
額
証
が
必
要

と
な
る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
民
保
険
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
減
額
証
と
は
？

　
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
す
る

　
場
合
、
減
額
証
を
提
示
す
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
食
事
代
の
減
額
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
１

　
食
に
つ
き
260
円
の
負
担
額
が
、

　
210
円
ま
た
は
100
円
に
な
り
ま
す
）

　
解
雇
・
雇
い
止
め
・
倒
産
な
ど
、

会
社
の
都
合
に
よ
り
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

　
方

・
新
城
市
国
民
健
康
保
険
加
入
予

　
定
者
お
よ
び
既
加
入
者

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

　
職
し
た
方

・
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方
　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
証
を
お
持

　
ち
の
方
で
、
「
特
定
受
給
資
格

　
者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
11
、
12
、

　
21
、
22
、
31
、
32
）
」
ま
た
は

　
「
特
定
理
由
離
職
者
（
離
職
理

　
由
コ
ー
ド
23
、
33
、
34
）
」
に
該

　
当
す
る
方

申
請
方
法

　
税
務
課
、
市
民
保
険
課
、
鳳
来
・

　
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
で
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請

　
書
（
非
自
発
的
失
業
に
よ
る
離

　
職
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
城
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

　
者
証

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
証

・
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
、
市
民
保

　
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
税
に
適
用
さ
れ
る
期
間

離
職
し
た
日

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
な
ど
が
更
新
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
新
城
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
レ
ー
ス
以
外
に
も
、
自
転
車
試

乗
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
一
日

中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
７
月
３
日

（土）
、
４
日

（日）
　

　
新
城
総
合
公
園
お
よ
び
周
辺
一
般

　
公
道

・
種
目
（
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
、
エ
ン

　
デ
ュ
ー
ロ
）

・
メ
ー
カ
ー
各
社
の
展
示
試
乗
会
、

　
有
名
選
手
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
（
参
加
者

　
の
み
）
、
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

　
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
開
催
時
間
中
は
、

　
公
園
内
臨
時
駐
車
場
へ
の
駐
車

　
は
で
き
ま
せ
ん
。
東
側
駐
車
場

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

軽
減
期
間

平
成
21
年
3
月
31
日
〜

平
成
22
年
3
月
30
日

平
成
22
年
3
月
31
日
〜

平
成
23
年
3
月
30
日

平
成
23
年
3
月
ま
で

平
成
24
年
3
月
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

今
後
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な
ど
の

推
計
を
も
と
に
、
２
年
ご
と
に
保

険
料
率
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
市
で
は
今
年
度
お
よ
び

平
成
23
年
度
の
保
険
料
率
を
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
保
険

料
の
軽
減
措
置
は
、
平
成
21
年
度

と
同
様
、
継
続
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
の
被
扶
養
者
で
自
分
の
保
険
料

を
納
め
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
保

険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
が
課
せ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
の
医

療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成

21
年
度
と
比
べ
て
、
約
12
％
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
剰
余

金
や
県
財
政
安
定
化
基
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
5
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
が
増
加
す
る
理
由

①
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
医

　
療
費
の
算
定
期
間
が
23
カ
月
か

　
ら
24
カ
月
に
な
っ
た
こ
と

②
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

　
費
な
ど
が
伸
び
た
こ
と

③
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
た
こ
と

　
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
負
担
率

　
が
10
％
か
ら
10
・
26
％
に
な
っ
た

　
こ
と

保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
対
策

①
平
成
20
･
21
年
度
の
剰
余
金
な

　
ど
の
活
用

②
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
の
安

　
定
化
を
図
る
た
め
に
県
に
設
置

　
さ
れ
て
い
る
財
政
安
定
化
基
金

　
の
活
用

※
県
の
保
険
料
率
は
所
得
割
率
7

　.
85
%
、
被
保
険
者
均
等
割
額
4

　
1
,

8
4
4
円
で
す
。
た
だ
し
、

　
市
な
ど
１
人
当
た
り
の
老
人
医

　
療
費
の
平
均
が
県
内
の
平
均
に

　
比
べ
て
著
し
く
低
い
市
町
村
で

　
は
、
特
例
に
よ
り
低
い
保
険
料

　
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の

保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
に
つ
い
て

平
成
20
・
21
年
度
の
保
険
料
率

平
成
21
年
度

一
人
当
た
り
平
均
保
険
料

所
得
割
率

被
保
険
者

均
等
割
額

6.
5
8
%

3
5,
5
3
7
円

7
3,
9
9
8
円

平
成
22
年
度

一
人
当
た
り
平
均
保
険
料

7
7,
6
5
8
円

平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率

所
得
割
率

被
保
険
者

均
等
割
額

7
.
2
5
%

3
8,
6
2
4
円

●内

●対

●持

●他

●申
●問
■本

■鳳

■作

●申
●問
■本

■鳳

■作●問
■本

●所 ●時

●申
●問
■本

■鳳

■作
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自
殺
予
防
講
演
会

〜
命
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
〜

　
健
康
で
長
生
き
の
コ
ツ
教
え
ま
す
。

自
身
が
出
会
っ
た
が
ん
患
者
さ
ん
た

の
生
き
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
、
か
つ
深
み
の
あ
る
お
話
で
す
。

　
７
月
24
日

（土）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
鎌
田
　
實

氏

　
無
料

主
催
／
新
城
市
・
設
楽
町
・
東
栄
町
・
豊
根
村

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
命
の
尊
厳
を
テ
ー
マ
に
書
か
れ
た
感
動
の
エ

ッ
セ
イ
『
が
ん
ば
ら
な
い
』
の
著
者
。
長
野
県

諏
訪
中
央
病
院
で
、
地
域
医
療
に
携
わ
り
、

1
9
8
8
年
諏
訪
中
央
病
院
の
院
長
に
就
任
。

一
貫
し
て
「
住
民
と
と
も
に
つ
く
る
医
療
」
を

提
案
し
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
名
誉

院
長
を
務
め
る
諏
訪
中
央
病
院
は
、
地
域
医
療

の
代
表
的
な
モ
デ
ル
病
院
と
し
て
、
利
用
者
が

絶
え
な
い
病
院
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
救
援
活
動
に
も
長
年
参
加
さ
れ
て
い

る
。

「
新
城
市
森
づ
く
り
基
本
計
画
（
案
）
」

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

第
43
回

新
城
納
涼
花
火
大
会

「
人
生
の
思
い
出
花
火
」
を
募
集
し
ま
す

　
「
新
城
市
森
づ
く
り
基
本
計
画

（
案
）
」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

 
７
月
１
日

（木）
〜
30
日

（金）

提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

　
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
 

　
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
鳳
来
総
合
支
所
森
林
課
に
持
参

　
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で
。

②
郵
送
す
る
。

　
〒
4
4
1
‐
1
6
9
2

　
（
住
所
不
要
）

　
鳳
来
総
合
支
所
森
林
課

　
（
７
月
30
日
消
印
有
効
）

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　
32
‐
１
１
７
０
（
７
月
30
日
午

　
　
後
５
時
15
分
ま
で
）

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　rin

g
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

　（
７
月
30
日
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で
。

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
行
政
課

・
鳳
来
総
合
支
所
森
林
課

・
作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で
。

　
毎
年
８
月
、
桜
淵
公
園
の
夜
空

を
彩
る
花
火
大
会
で
あ
な
た
の
大

切
な
思
い
を
花
火
に
し
て
、
心
に

残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
　

　
祝
お
誕
生
花
火
…
お
子
さ
ん
や

　
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
た
（
生
ま
れ

　
る
）
方
の
お
祝
い
花
火

　
祝
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
花
火
…
今
年

　
ご
結
婚
さ
れ
た
（
さ
れ
る
）
カ
ッ

　
プ
ル
の
お
祝
い
花
火

　
プ
ロ
ポ
ー
ズ
花
火
…
人
生
の
重

　
大
告
白
！
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
花
火

　
に
託
し
て
み
て
は
？

　
祝
○
○
記
念
花
火
…
還
暦
、
米

　
寿
な
ど
の
お
祝
い
花
火

特
典
　

　
�
新
城
納
涼
花
火
大
会
プ
ロ
グ

　
　
ラ
ム
に
氏
名
（
愛
称
可
）
を
掲

　
　
載
い
た
し
ま
す
。

　
�
人
生
の
思
い
出
花
火
打
ち
上

　
　
げ
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ

　
　
ウ
ン
ス
い
た
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
現
金
を

　
添
え
て
６
月
30
日

（水）
ま
で
に
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　市の行政相談委員を務めて

いる菅野美津雄委員に、業績

が顕著であるとして、総務省

から中部管区行政評価局長感

謝状が贈られました。

　国などの行政機関の仕事に

関する意見・要望・問い合わ

せを受け付け、解決を促すた

めの行政相談は、毎月開催さ

れています。詳しくは広報の

各種相談コーナーをご覧くだ

さい。

菅野美津雄さん（新城・吉川）

行政相談委員の表彰

”
が
ん
ば
ら
な
い
“
け
ど

”
あ
き
ら
め
な
い
“

平
成
22
年
度

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
歴
史
講
座

「
武
田
の
残
照
を
求
め
て
」

　
今
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
戦
国

大
名
と
し
て
強
大
な
勢
力
を
誇
っ

た
武
田
家
が
「
長
篠
・
設
楽
原
の

戦
い
」
に
敗
れ
て
、
滅
亡
す
る
ま

で
の
７
年
間
を
追
跡
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回

　
８
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
武
田
勝
頼
と
そ
の
時
代

　
山
梨
県
立
博
物
館

　
学
芸
員
　
平
山
　
優

氏

第
二
回

　
９
月
18
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
幻
の
武
田
騎
馬
隊

　
〜
合
戦
史
の
虚
像
を
追
う
〜

　
三
条
市
立
図
書
館

　
館
長
　
太
向
義
明

氏

第
三
回

　
10
月
16
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
武
田
氏
と
三
河
の
菅
沼
氏

　
設
楽
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
会
長
　
今
泉
宗
男

氏

第
四
回

　
11
月
６
日

（土）

　
現
地
学
習
会
「
木
曽
馬
の
里
と

　
中
山
道
福
島
宿
」
を
訪
ね
る

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
館
長
　
山
内
祥
二

第
五
回

　
12
月
11
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
戦
国
時
代
の
実
相

　
〜
武
田
落
武
者
の
は
な
し
〜

　
日
本
考
古
学
協
会

　
七
原
恵
史

氏

第
六
回

　
平
成
23
年
１
月
15
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
武
田
勝
頼
墓
碑
発
掘
調
査
報
告

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課
　
飯
島
　
泉

氏
　

　
100
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
１，
５
０
０
円
（
５
回
分
）

※
第
四
回
目
の
現
地
学
習
会
は
、

　
受
講
生
の
中
か
ら
希
望
者
を
募

　
り
、
希
望
者
が
70
人
を
超
え
た

　
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
　

　
な
お
、
費
用
は
別
途
実
費
が
必

　
要
で
す
。

　
７
月
１
日

（木）
〜
15
日

（木）
に
、
住

　
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

　
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

　
郵
便
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
６
３
４

　
新
城
市
長
篠
字
市
場
22
番
地
１

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

花
火
の
種
類
と
金
額

１
玉
の
金
額

号
　
数

1
1，
0
0
0
円

3
2，
0
0
0
円

5
5，
0
0
0
円

5
号

8
号

10
号

”
が
ん
ば
ら
な
い
“
け
ど

”
あ
き
ら
め
な
い
“

す が の 　 み つ お

か

ま

た

　

　

み
の
る

ひ

ら

や

ま

　

　

ゆ

う

た

い

こ

う

よ

し

あ

き

い

ま

い

ず

み

む

ね

お

や

ま

う

ち

し

ょ

う

じ

●￥

●時●所●￥ ●講●申

●em

●問
■鳳

●申
●問

●問
■本

●内●講

●定

●時●所

●内●講

●時●所

●内●講 ●所 ●内●講 ●時●内●講 ●時●時 ●所

●内●講 ●時●所

●em

●申
●問

●応

な

な

は

ら

よ

し

ふ

み

い

い

じ

ま

　

　
い
ず
み
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「
手
作
り
作
品
展
」

　
エ
コ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
バ
ッ
グ

や
か
ご
・
和
の
小
物
・
機
織
り
小

物
な
ど
、
手
仕
事
の
好
き
な
主
婦

が
集
ま
り
、
思
い
思
い
に
作
り
あ

げ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
展
示
期
間
中
の
水
曜
日
と
土
曜

日
に
は
、
小
物
作
り
の
体
験
も
で

き
ま
す
。
（
要
申
し
込
み
・
材
料

費
）

　
７
月
１
日

（木）
〜
31
日

（土）
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参

　
　
道
入
口
）

　
　
　
35
‐
1
4
9
4

　
休
館
日
は
火
曜
日

観
来
館
7
月
の
展
示

み
に
こ
ん
か
ん

広
告

広
告

夏
の
星
空
観
察
会

第
21
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

　
７
月
21
日

（水）
〜
10
月
31
日

（日）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
博
物
館
　

　
奥
三
河
地
方
は
、
日
本
最
長
の

　
断
層
「
中
央
構
造
線
」
が
大
地

　
を
縦
断
し
、
国
・
県
の
天
然
記

　
念
物
を
は
じ
め
、
貴
重
な
自
然

　
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
を

　
代
表
す
る
自
然
の
宝
庫
、
奥
三

　
河
の
地
質
と
動
植
物
の
多
様
性

　
を
紹
介
し
ま
す
。

　
大
人
　
　
　
　
210
円

　
小
・
中
学
生
　
100
円

第
1
回

　
７
月
10
日

（土）
　
午
後
２
時

　
〜
情
報
の
正
し
い
判
断
〜
報
道

　
現
場
か
ら

　
辛
坊
治
郎

氏
（
読
売
テ
レ
ビ

　
報
道
局
解
説
委
員
長
）
　

第
２
回

　
７
月
31
日

（土）
　
午
後
２
時

　
人
生
と
い
う
宴

　
桐
島
洋
子

氏
（
作
家
）

第
３
回

　
９
月
20
日

（祝）
　
午
後
２
時

　
世
界
で
一
番
受
け
た
い
授
業

　
藤
原
和
博

氏
（
大
阪
府
特
別

　
顧
問
）

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
３
回
通
し
券
　
２
，

０
０
０
円

　
１
回
券
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
（
当
日
券
の
み
）

※
市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中
学

　
生
、
高
校
生
は
無
料

　
聴
講
券
は
文
化
会
館
、
市
教
育

　
委
員
会
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い

夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
い
つ
で
も
相
談
で
き

　
ま
す
。

　
博
物
館

　
博
物
館
学
芸
員

夏
の
特
別
展
「
あ
い
ち
奥
三

河
の
自
然
と
多
様
性
」

【
に
こ
に
こ
】

第
２
回

　
７
月
２
日

（金）
　

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
七
夕
を
楽
し
も
う

第
３
回

　
７
月
９
日

（金）
　

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
つ
く
で
手
作
り
村
芝
生
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
鬼
久
保
ふ
れ
あ

　
い
広
場
内
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

　
タ
ー

　
シ
ャ
ボ
ン
玉
・
ス
イ
カ
割
り

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
100
円

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
435
年
前
の
「
あ
の
日
」
の
、
「
あ

の
場
所
」
で
、
戦
国
武
者
を
し
の

び
ま
す
。

　
古
戦
場
の
数
多
い
塚
を
守
り
続

け
て
き
た
“
地
域
の
心
”
が
、
戦

国
を
し
の
ぶ
「
わ
が
い
く
さ
」
の
”ま

つ
り

“
で
す
。

　
７
月
４
日

（日）
※
小
雨
決
行

　
地
元
（
設
楽
郷
）
の
特
産
品
展
を

　
開
催
し
ま
す
。
（
資
料
館
隣
接

　
の
駐
車
場
で
午
後
２
時
ま
で
）

　
昨
今
の
戦
国
武
将
ブ
ー
ム
の
な

か
、
夏
の
特
別
展
と
し
て
「
武
士

（
も
の
の
ふ
）
の
装
い
」
と
題
し
、

甲
冑
な
ど
の
武
具
類
・
小
道
具
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。
武
具
類
は
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
日
本
固
有
の
工
芸
美
術
品
で

あ
り
、
漆
芸
、
金
工
、
染
色
な
ど

の
総
合
芸
術
の
要
素
も
持
ち
合
せ

て
い
ま
す
。
今
回
の
特
別
展
で
は

武
士
の
武
具
類
な
ど
を
工
芸
・
美

術
面
か
ら
迫
り
ま
す
。

　
７
月
14
日

（水）
〜
９
月
６
日

（月）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
大
人
　
　
　
　
300
円

　
小
･
中
学
生
　
150
円

夏
の
特
別
展

「
武
士
（
も
の
の
ふ
）
の
装
い
」

期
間
中
は

休
ま
ず

開
館
で

ご
ざ
る
!!

シタラ君

内 　 容 ・ 場 　 所時　間

戦没者慰霊法要（信玄塚）

創作演舞　東郷東小学校1・2年生
決戦太鼓①（資料館前）

武者行列と子ども演武　
東郷西小学校・東小学校、東郷中学校、
長篠・設楽原鉄砲隊（設楽原決戦場）

決戦太鼓②と火縄銃連続撃ち
長篠・設楽原鉄砲隊（馬防柵）

戦国質問合戦（小和田城攻め）予約制
（資料館）

午前9時30分

午前10時45分

午前11時30分

午後1時30分

午前11時

　
8
月
7
日

（土）
　

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
リ
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　
夏
の
星
座
観
察
と
ハ
ッ
ブ
ル
望

　
遠
鏡
で
見
る
宇
宙

　
作
手
星
の
会
の
皆
さ
ん

　
ど
な
た
で
も

　
１
人
　
100
円

　
７
月
30
日

（金）
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

省エネ環境診断士

☆「改正省エネ法解説」希望者にプレゼント

一定以上の数値の場合、7月末までにエネルギー使用状況届出書の提出義務

離婚、会社・ＮＰＯ設立、補助金、経営計画、入国管理、内容証明、示談書・・・

Email　suzutatsu@tees.jp・URL：http://www.suzutatsu.com/

【緊急】改正省エネ法の罰則規定はご存知ですか？

鈴木達也行政書士事務所鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

第
8
回

子
育
て
応
援
広
場
IN

新
城
納
涼
商
店
街
ま
つ
り

第
35
回

新
城
市
民
文
化
講
座

「
今
を
生
き
る
底
力
」

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
2
0
1
0

「
さ
ぎ
草
コ
ン
サ
ー
ト
〜
高
原

の
夏
・
や
わ
ら
か
な
午
後
〜
」

　
７
月
31
日

（土）
　
午
後
２
時

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
リ
フ

　
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

出
演

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

　
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
大
人
　
　
　
　
２
，

０
０
０
円

　
小
・
中
高
生
　
　１
，

０
０
０
円

　
今
回
は
初
め
て
新
城
の
夜
店
で

行
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
悩
み
を

お
持
ち
の
方
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
７
月
３
日

（土）
　

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
７
月
10
日

（土）
　

　
新
城
納
涼
商
店
街
ま
つ
り
栄
町

　
交
差
点
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ

　
ー
駐
車
場

　
子
育
て
中
の
ご
家
族
な
ら
ど
な

　
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
無
料

参
加
ス
タ
ッ
フ

　
小
児
科
医
師
・
薬
剤
師
・
言
語

　
聴
覚
士
・
臨
床
心
理
士
・
看
護

　
師
・
助
産
師
・
歯
科
衛
生
士
・

　
保
育
士
な
ど
が
参
加
す
る
予
定

　
で
す
。

早
期
教
育
相
談
会

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

入
学
前
の
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

を
対
象
に
、
就
学
相
談
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
特
別
支
援

教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ
り
正

し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
７
月
26
日

（月）
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
は
つ
ら

　
つ
セ
ン
タ
ー

　
無
料

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。

県
養
護
学
校
体
験
入
学

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

に
小
・
中
学
校
、
高
校
入
学
予
定

で
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象

に
、
養
護
学
校
の
よ
う
す
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
入
学
を

行
い
ま
す
。

　
　
豊
川
養
護
学
校

　
　
　
0
5
3
3
‐
88
‐
2
5
5
3

小
学
部

　
７
月
21
日

（水）
、
10
月
25
日

（月）

中
学
部

　
７
月
22
日

（木）
、
10
月
21
日

（木）

　
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に

　
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子

　
　
豊
橋
養
護
学
校

　
　
　
0
5
3
2
‐
61
‐
8
1
1
8

　
９
月
３
日

（金）
、
10
月
22
日

（金）

　
手
足
に
障
害
が
あ
る
子

　
　
大
府
養
護
学
校

　
　
　
0
5
6
2
‐
48
‐
5
3
1
1

　
10
月
15
日

（金）
、
11
月
16
日

（火）

　
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

　
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学

　
以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応

　
じ
て
い
ま
す
。
　

●他

●他

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●時 ●問
■鳳●所

か
っ
ち
ゅ
う

へ
ん

せ
ん

し

つ

げ

い

　

　

き

ん

こ

う

　

　

せ
ん
し
ょ
く

し

ん

ぼ

う

じ

ろ

う

き

り

し

ま

よ

う

こ

ふ

じ

わ

ら

か

ず

ひ

ろ

●問
■本

●￥●￥

●講

●講

●講●講

●他

●他 ●時

●所●内 ●時●対 ●内 ●所 ●時●時●所

●所

●￥ ●時●所

●問

●問

●問

●問

●￥ ●時

●申

■本

●申
●問

●対 ●内●内

●内●内●内

●応

せんぼつしゃい れいほうよう

え ん ぶ

むしゃぎょうれつ

●￥ ●時●所●￥

●￥

●時

●時●時●講 ●時

●所

●所

●問

■本

●申
●問

■本

●申
●問

●対

●￥●他 ●時●所

■本

●申
●問

●他

●時

●時●対●時●対●時●対

●申
●問

●申
●問

●申
●問

�
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広
告

「
健
康
教
室
ヨ
ガ
」
の

参
加
者
を
募
集

「
健
康
教
室
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

の
参
加
者
を
募
集

百円カルビ　105円
上タン塩　　630円
得 牛タン塩　420円

○おためしゲタカルビ（735円）

　   7月末までご注文一皿につき

　      ソフトドリンク券1枚プレゼント

豚ホルモン・豚ロース
　　　3人盛　840円

（1人前　税込280円）
　　　　etc

今回のおすすめはこれだ!!
★旨さと甘みが違います★

（大好評、新メニュー、新価格）

無休

★時間外のご来店をご希望の方は
　TELにてご相談ください。
★日中御利用、ご予約TEL歓迎!!

0120-829-003
フリーダイヤル　 ヤキニク　 オオミ

営 業 時 間　PM5:00～PM9:00
新城市大海　TEL0536（25）0734

ご予約

至
大
野

至
長
篠

至
新
城
市
街

清井田

至飯田

三愛
OSG

GS

JR飯田線

大海

ココ

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

の
基
礎
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て

必
要
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に

つ
い
て
、
て
い
ね
い
に
解
説
し
ま

す
。

　
７
月
17
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

・
ブ
ロ
グ
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

・
ブ
ロ
グ
の
利
用
開
始
か
ら
基
本

　
的
な
操
作

・
日
々
の
更
新
作
業
に
つ
い
て

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話

　
の
活
用
方
法

　
８
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を

　
受
講
済
の
方

※
パ
ソ
コ
ン
未
経
験
の
方
は
来
月

　
実
施
予
定
の
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

　
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を
受
講
し

　
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

　
６
月
21
日

（月）
〜
７
月
８
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
　
パ
ソ
コ

　
ン
活
用
講
座
」
係
　

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
〔
7
月
分
〕

家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト

フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
1
回

男
性
の
料
理
教
室

　
工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
講
師

が
伝
授
し
ま
す
。

　
７
月
24
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　
調
理
師
　
浅
田
利
彦

氏

　
男
性
16
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
900
円
程
度
（
材
料
費
込
み
）

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
７
月
20
日

（火）

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　
料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　
め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　
つ
く
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

「
体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
な
ろ
う　

ヨ
ガ
」
　

　
健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
言
わ
れ

る
ヨ
ガ
。
メ
タ
ボ
対
策
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
一
役
買
う
こ
と
間
違

い
な
し
。
ヨ
ガ
で
体
の
中
か
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
２
日

（金）
〜
９
月
10
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
市
内
在
住
の
方（
初
心
者
大
歓
迎
）

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。
購

　
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
受

　
付
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
（
１，
０
０
０
円
程
度
）

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始

　
６
月
22
日

（火）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。

「
楽
し
く
動
こ
う
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
、
腰
や
膝
に
負
担
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
（
特

に
内
臓
脂
肪
）
を
効
果
的
に
燃
焼

し
、メ
タ
ボ
対
策
に
も
有
効
で
す
。

　
７
月
５
日

（月）
〜
９
月
13
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る

　
市
内
在
住
の
方

　
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始

　
６
月
24
日

（木）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
介
護
･
福

祉
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
家
庭
に
お
け
る
介
護
の
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
内

容
で
す
の
で
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
７
月
27
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
文
化
会
館
104
・
105
会
議
室

　
講
義
・
演
習

　
・
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

　
　
め
に

　
・
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫

　
先
着
40
人

　
７
月
９
日

（金）

　
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

　
市
遺
児
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
７
月
30
日

（金）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児
童

　
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
）
に
市
民

活
動
に
関
す
る
相
談
員
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
が
、
ど

の
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
た
ら
よ
い

の
か
聞
き
た
い
」
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
た
い
が
、
ど
ん
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
か
知
り
た

い
」
な
ど
、
市
民
活
動
に
関
す
る

こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
平
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
相
談
員

　
不
在
で
す
。

※
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
10
時
は
、

　
企
画
課
で
対
応
し
ま
す
。

　
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時

　
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９

　
時
30
分
で
す
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
相
談
員
を
配
置
し
ま
す

　
今
回
の
申
請
は
、
７
月
か
ら
９

月
ま
で
に
設
置
工
事
を
行
う
も
の

を
７
月
１
日

（木）
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
10
月
以
降
に
工
事
を
行
う

方
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
委
員
募
集

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の

啓
発
を
目
的
に
、
年
一
回
講
演

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
を
企
画
運
営
す
る
、
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
秘
書
広

報
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
特

に
男
性
の
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
会
議
は

原
則
第
二
水
曜
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
若
干
名

　
秘
書
広
報
課
へ
電
話
ま
た
は

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
７
月
30
日

（金）

子
ど
も
自
然
講
座

「
奥
三
河
の
滝
め
ぐ
り
」

　
７
月
４
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域

　
新
城
市
役
所
仮
庁
舎
駐
車
場
、

　
鳳
来
総
合
支
所
大
駐
車
場

　
博
物
館
学
術
委
員（
地
学
分
野
）

　
大
人
　
　
　
　
２
，

０
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
１
，

０
０
０
円

　
30
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

「
キ
ノ
コ
の
ふ
し
ぎ
」

　
７
月
22
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
と
鳳
来
寺
山

　
博
物
館

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
小
・
中
学
生
　
300
円

　
20
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持

　
っ
て
い
る
方
は
採
集
用
具

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

水
泳
教
室

　
泳
ぎ
が
苦
手
な
児
童
を
対
象
と

し
た
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
７
月
29
日

（木）
〜
31
日

（土）

　
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城
店

　
1
講
座
１
時
間
15
分

　
泳
げ
な
い
（
15
ｍ
以
下
）
児
童

　
（
小
学
1
年
生
〜
3
年
生
）

　
１
部
　
70
人

　
２
部
　
70
人

　
３
部
　
70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
　

　
１，
０
０
０
円

※
水
泳
教
室
の
開
催
初
日
に
集
金

　
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城
店
へ

　
申
し
込
み
用
紙
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
６
月
19
日

（土）
〜
27
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分

※
20
日

（日）
、
27
日

（日）
は
午
前
９

　
時
〜
午
後
３
時
30
分

あ

さ

だ

と

し

ひ

こ

い

や

●応

●応

●時

●時

●所

●所

●対

●対

●￥

●￥

●定

●定

●時●所●対●￥ ●定

●申
●問
■本●em

●内 ●内 ●時●応 ●￥ ●定

●他

●他

●時●所

●所

■本

●申
●問

■本

●申
●問

■本

●申
●問

■本

●申
●問

●内●定

●講●〆

●〆

■鳳■作

■鳳 ■本

●申
●問

■作

●所●他

■本
●問

●時

■本

●申
●問

■鳳■作

■本

●申
●問

●応

●応

●応

●〆 ●定 ●￥●￥ ●集●集 ●講●講 ●定

●定

●他

●他

●持

●持

●時●所●時●所 ●em ●申
●問

●em ●申
●問

●内 ●時●所

■本

●申
●問

●対●￥ ●定
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新
城
警
察
署
だ
よ
り

手
を
上
げ
る
　
可
愛
い
笑
顔
に

待
つ
笑
顔

〜
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
交
通

マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
７

月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
夏
休
み
で
外
出
す
る
機
会
が
増

え
る
時
期
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
っ

て
心
配
さ
れ
る
の
が
交
通
事
故
で

す
。

　
特
に
夏
は
日
中
の
気
温
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し
や

す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
集
中
力
が

切
れ
た
行
動
を
取
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
他
人
を
思
い
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
年
も
水
遊
び
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
日
を
追
う
ご
と
に

気
温
が
高
ま
り
、
水
に
接
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
主
な
事
故
と
し
て
、
子
ど
も
の

プ
ー
ル
や
河
川
、
海
で
溺
れ
る
例

や
成
人
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
後
に

溺
れ
る
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
事
を
守
っ
て
楽
し
く
夏
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
水
遊
び

　
を
さ
せ
な
い
。

�
水
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備

　
運
動
を
す
る
。

�
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
泳

　
が
な
い
。

　
市
で
は
、
災
害
時
の
家
具
転
倒

な
ど
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
具

転
倒
防
止
用
具
支
給
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

 
一
世
帯
に
つ
き
家
具
3
台
ま
で
 
 
 

　
の
転
倒
防
止
用
具
の
支
給
、
取

　
り
付
け

　
市
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
世
帯

　
・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　
　
世
帯

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

　
　
の
障
害
者
を
有
す
る
世
帯

　
・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

　
　
要
介
護
認
定
で
要
介
護
度
３

　
　
以
上
の
者
を
有
す
る
世
帯

　
・
新
城
市
災
害
時
要
援
護
者
避

　
　
難
支
援
制
度
に
基
づ
く
登
録

　
　
台
帳
の
登
録
者
を
有
す
る
世

　
　
帯

　
無
料

申
込
方
法

　
「
家
具
転
倒
防
止
用
具
支
給
申

　
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
防
災
対
策
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
給
は
一
世
帯
に
つ
き
1
回
限

　
り
で
す
。
す
で
に
支
給
を
受
け

　
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り

　
ま
す
。

・
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃
貸
物
件
に
家

　
具
を
固
定
す
る
場
合
は
、
家
主

　
な
ど
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
の
設

置
義
務
の
ほ
か
、
防
火
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
人
に
よ
る
防
火
管
理

体
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所
は
、
収
容
人

員
10
人
以
上
の
社
会
福
祉
施
設
な

ど
、
収
容
人
員
30
人
以
上
の
飲
食

店
・
百
貨
店
・
旅
館
・
保
育
園
な

ど
不
特
定
多
数
の
人
を
収
容
す
る

施
設
の
ほ
か
、
従
業
員
50
人
以
上

の
工
場
や
事
業
所
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
の
選
任
さ
れ
て
い

な
い
事
業
所
や
、
選
任
・
解
任
を

予
定
し
て
い
る
事
業
所
関
係
者
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
26
日

（木）
、
27
日

（金）
の
２
 
 

　
日
間

　
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
希
望
さ

　
れ
る
方

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

　
ど
）

・
テ
キ
ス
ト
代
　
３，
３
０
０
円

受
付
期
間

　
８
月
２
日

（月）
〜
６
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分

●問
■消

家
具
転
倒
防
止
用
具

支
給
事
業

水
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

「
甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習
」
開
催

●問

貸出券作成

鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。

後日自宅に郵送。

ファックス貸出

ファックスで申し込めば、一度に3冊ま

で鳳来・作手各総合支所へ届けます。

鳳来・作手各総合支所を通じての
サービスのお知らせ

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
健
康

の
保
持
・
増
進
を
目
的
に
次
の
協

定
保
養
所
に
宿
泊
し
た
場
合
、
一

人
１
泊
に
つ
き
1,
0
0
0
円
（
全

保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で
）
を

助
成
し
ま
す
。

協
定
保
養
所
利
用
助
成

事
業

犬
山
市

桑
名
市

東
浦
町

田
原
市

蒲
郡
市

豊
田
市

レ
イ
ク
サ
イ
ド
入
鹿

名
古
屋
市
休
養
温
泉
ホ
ー
ム
　
松
ケ
島

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

シ
ー
サ
イ
ド
伊
良
湖

サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾

豊
田
市
　
百
年
草

0
5
6
8
‐
67
‐
3
8
1
1

0
5
9
4
‐
42
‐
3
3
3
0

0
5
6
2
‐
82
‐
0
2
3
5

0
5
3
1
‐
35
‐
1
1
5
1

0
5
3
3
‐
68
‐
4
6
9
6

0
5
6
5
‐
62
‐
0
1
0
0

場
　
所
�

　
　
　
　
協

定

保

養

所

名

�

　
　
　
　
　
　
　
　電

話

番

号

乾
燥
肥
料
を
無
料
配
布
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
城
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
の
農
業
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
排
水
施
設
で

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
発
生
す

　
　
　
　
　
　
　
　
る
汚
泥
を
農

　
　
　
　
　
　
　
　
地
還
元
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
、
乾

燥
さ
せ
て
肥
料
に
し
て
い
ま
す
。

 
肥
料
は
、
成
分
検
査
を
し
て
肥

料
登
録
し
た
安
全
な
も
の
で
、
細

か
く
粉
砕
し
、
約
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

程
度
に
袋
詰
め
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
畑
（
田
に
は
散
布
不
可
）
、
家
庭

菜
園
、
花
壇
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
配
布
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨時休館について
　7月13日（火）は、館内清掃のため休館

します。ご迷惑をおかけしますが、よ

ろしくお願いいたします。

青少年読書感想文全国コンクール
「課題図書」について

　７月１日(木)から「課題図書」の貸し

出しを始めます。児童・生徒対象で、

一人１冊・１週間の貸し出しです。一

般の方は９月からの貸し出しとなりま

すので、ご了承ください。

特集コーナー・文学賞受賞作を
一新しました！

　純文学から大衆文学、ミステリー、

ノンフィクションまで、昨年度受賞作

を集めました。選書の参考にどうぞ。

おすすめ本の紹介
「叫びと祈り」梓崎　優/著　東京創元社   

　情報誌の記者が、世界

各地で謎に遭遇する連作

集です。異国情緒も味わ

える、ミステリーズ新人

賞受賞作家の力作です。

「ザバ～ン！オ・ド・ロ・キ海百科」

荒俣　宏/監修　フレーベル館

   海の生き物たちの家、

サメの口の中など、大人

から子どもまで楽しめる

海の雑学写真絵本です。

「もぐらバス」うちのますみ／作　偕成社

　「物置の下１丁目」

や「誰かさんちの庭３

丁目」などのバス停を

行くバスのわくわく楽

しい絵本です。

●問

●内

●HP

●時●所

●対

●対●持

●￥

●他

し ざ き 　 　 ゆ う

あらまた　　 ひろし

●問
■消●em

●問

●問
■本■鳳■作

●所
■本

●申
●問
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シリーズ第37話

●問

　
胆
の
う
は
ナ
ス
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。
胆
管
に
よ
っ
て
肝
臓
と

十
二
指
腸
に
接
続
し
て
お
り
、
胆
汁

を
一
時
貯
蔵
さ
せ
ま
す
。
胆
汁
は
肝

臓
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
胆
の
う
で
貯

留
し
て
い
る
間
に
塩
分
や
水
分
が
吸

収
さ
れ
濃
縮
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
食

事
を
し
て
胃
か
ら
十
二
指
腸
へ
食
べ

た
も
の
が
送
り
込
ま
れ
る
と
、
物
理

的
刺
激
で
胆
の
う
が
収
縮
さ
れ
胆
汁

を
排
出
し
ま
す
。
ま
た
同
じ
く
膵
臓

か
ら
膵
液
が
出
さ
れ
、
胆
汁
と
膵
液

が
一
緒
に
な
っ
て
、
食
べ
物
、
特
に

脂
肪
分
の
消
化
を
助
け
ま
す
。

　
胆
の
う
の
病
気
と
い
え
ば
胆
石
症

が
有
名
で
す
。
日
本
人
の
10
人
に
１

人
は
胆
石
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
胆
石
が
あ
っ
て
も
症
状
が

出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
で
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
出

な
い
場
合
は
経
過
を
観
察
し
ま
す
が
、

結
石
は
体
に
と
っ
て
異
物
に
な
る
の

で
、
い
つ
ま
で
も
大
事
に
持
っ
て
い

て
も
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
事
を
す
る
と
胆
汁
が
排
出
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
胆
汁
の
通
り
道
に
石

が
詰
ま
っ
た
り
す
る
と
、
右
上
腹
部

に
激
痛
を
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
胆
石

の
疝
痛
発
作
で
す
。
俗
に
転
げ
ま
わ

る
痛
み
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
疝
痛
発
作
が
出
て
病
院

に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
胆
石
だ

と
わ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
胸
に
も
痛
み
が
走
っ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
心
臓
病
と
間

違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
胆
石
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
背

中
の
違
和
感
や
脂
っ
こ
い
も
の
を
食

べ
た
数
時
間
後
に
、
右
上
腹
部
・
心

窩
部
の
不
快
感
や
軽
い
痛
み
な
ど
で

す
。
痛
み
は
し
ば
ら
く
す
る
と
楽
に

な
り
ま
す
。
発
熱
を
伴
う
場
合
は
胆

の
う
炎
や
胆
管
炎
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
急

性
胆
の
う
炎
の
90
％
は
胆
石
の
存
在

が
あ
り
、
こ
れ
は
胆
石
が
胆
管
に
蓄

積
し
、
閉
塞
す
る
こ
と
で
炎
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
原
因
で
す
。
胆
の

う
炎
は
血
液
検
査
で
炎
症
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
超
音
波
検
査
・
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
画
像
で
は
、
胆
石
の
発
見
、

胆
の
う
壁
の
肥
厚
に
よ
っ
て
炎
症
を

起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
診
断
さ
れ
ま

す
。
胆
の
う
炎
の
治
療
は
絶
飲
食
で

点
滴
し
、
抗
生
物
質
を
投
与
し
ま
す
。

　
胆
石
症
と
診
断
が
つ
い
た
ら
、
治

療
を
開
始
し
ま
す
。
経
口
胆
石
溶
解

剤
を
内
服
し
て
、
胆
石
を
溶
か
す
治

療
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
治
療
に
長

期
間
か
か
り
、
胆
石
の
再
発
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
胆
石
の
種
類
に
よ
っ

て
は
効
果
が
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
体
外
式
衝
撃
波
破
砕
療
法
と
い

っ
て
衝
撃
波
に
よ
っ
て
胆
石
を
細
か

く
砕
く
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
か
え

っ
て
治
療
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
あ

り
当
院
で
は
行
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
外
科
的
治
療
（
胆
の
う
摘
出
術
）

は
手
術
に
よ
る
治
療
法
で
、
病
気
の

胆
の
う
を
結
石
と
と
も
に
切
除
す
る

こ
と
で
、
確
実
に
１
回
の
手
術
で
胆

石
症
を
根
治
で
き
る
方
法
で
す
。
開

腹
し
直
視
下
に
胆
の
う
を
摘
出
す
る

方
法
と
１
９
９
０
年
代
か
ら
内
視
鏡

を
使
用
し
て
行
う
腹
腔
鏡
下
胆
の
う

摘
出
術
が
現
在
の
標
準
的
な
手
術
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
原
則
と

し
て
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
は
傷
が

極
め
て
小
さ
く
、
術
後
の
痛
み
が
開

腹
術
に
比
べ
て
少
な
く
、
翌
日
か
ら

ど
ん
ど
ん
歩
け
ま
す
。
術
後
順
調
に

経
過
す
れ
ば
４
〜
５
日
で
退
院
で
き

社
会
復
帰
も
早
く
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
胆
石
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
消
化
器
科
・
外
科
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

市民病院　消化器科・外科

 診療部長　横井佳博

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
７
月
19
日
　

（祝）

　
午
前
実
施

※
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
20
日

（火）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
単
独

　
受
診
で
き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　
二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　
行
い
ま
す
。

　
胃
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
 
 
 
 

　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　
１
，
3
０
０
円

　
（
40
歳
代
　
１，
4
０
０
円
）

　
子
宮
が
ん
　
　
　
　
　
 

800
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
 

500
円

　
肺
が
ん
（
作
手
の
み
）
　
無
料

　
８
月
24
日

（火）
、
９
月
９
日

（木）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

　①
一
般
健
康
診
査
（
尿
検
査
、
身

　
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

　
査
、
内
科
診
察
）

②
骨
密
度
測
定

③
歯
科
健
診

④
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
・
視
触

　
診
）

※
午
前
は
①
②
の
セ
ッ
ト
受
診
、

　
午
後
は
①
②
③
の
セ
ッ
ト
で
の

　
受
診
で
す
。

※
④
乳
が
ん
検
診
は
一
日
実
施
で

　
女
性
の
希
望
者
の
み
で
す
。

　・
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
昭

　
和
46
年
４
月
１
日
〜
平
成
４
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

・
生
活
保
護
世
帯
で
昭
和
11
年
４

　
月
１
日
〜
昭
和
46
年
３
月
31
日

　
生
ま
れ
の
方

　
１，
０
０
０
円

　（
乳
が
ん
希
望
者
　
別
途
500
円
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
乳
が
ん
検
診
を
受

　
診
さ
れ
た
方
（
予
定
の
方
）
は

　
④
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
11
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
の
無
料

　
フ
ッ
素
塗
布
。
市
民
の
方
を
対

　
象
に
歯
科
健
診
、
歯
の
健
康
教

　
室
を
行
い
ま
す
。

・
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
式
（
午
前
10
時
か
ら
）

※
当
日
は
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品

　
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨

　
き
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
来
場
者
に
は
デ
ン
タ
ル
グ
ッ
ズ

　
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お問い合わせ

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

　
7
月
1
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
7
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

元
気
は
つ
ら
つ
健
診（
要
申
込
）

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
7
月
29
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
７
月
23
日

（金）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
21
年
９
月
〜
12
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
12
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
第
１
回
　
７
月
15
日

（木）

　
第
２
回
　
８
月
19
日

（木）

　
第
３
回
　
９
月
16
日

（木）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
操

　
な
ど

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

　
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

　
で
す
。

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
月
１
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
指
導
員
に
よ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

　
ガ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
産
後

　
ヨ
ガ
、
妊
婦
・
育
児
体
験
、
交

　
流
会
な
ど

　①
妊
娠
15
週
以
降
の
妊
婦
と
そ
の

　
家
族

②
平
成
22
年
３
月
〜
６
月
生
ま
れ

　
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　
①
15
組
　
②
10
組

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

※
6
月
21
日

（月）
か
ら
受
け
付
け
を

　
開
始
し
ま
す
。

産
前
・
産
後
マ
マ
パ
パ
の

休
日
ふ
れ
あ
い
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

せ

ん

つ

う

し

ん

も

く

よ

く

た
ん
せ
き

●￥

●￥

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時

●時

●時

●時

●時 ●内

●内●対

●内

●時●時●対●対●持

●持

●定

●定

●内

●内●内

●内

●申
●所

●申
●所

●所

へ

い

そ

く

ひ

こ

う

け

い

こ

う

こ

ん

ち

ふ

っ

く

う

き

ょ

う

か

す
い

●時 ●申
●所

●申
●所

●対

●時 ●申
●所

●対●時 ●申
●所

●対

よ こ 　い 　よ し ひ ろ

か
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●問 本

　市
民
環
境
講
座

　
住
所
・
保
護
者
の
氏
名
・
子
ど
も

　
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明

　
記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
環
境
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　k
an

k
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
環
境
課

　
「
市
民
環
境
講
座
」
係

　親
と
子
の
走
る
環
境
教
室

　
住
所
・
保
護
者
の
氏
名
・
子
ど
も

　
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
参

　
加
希
望
日
、
市
民
環
境
講
座
参
加

　
の
有
無
を
明
記
の
上
、
は
が
き
ま

　
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
課
へ
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　k
an

k
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
環
境
課

　
「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
」
係

※
両
講
座
を
参
加
希
望
さ
れ
る
場
合

　
は
、
「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
」

　
の
応
募
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
省
エ
ネ
、
長
寿
命
な
ど
の
特
徴
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
（
電
球
や
蛍
光

管
な
ど
）
を
使
用
す
る
家
庭
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
器
具
に
は
水

銀
な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
、
今
後
使
い
終
わ
っ
て
廃

棄
す
る
場
合
に
は
地
区
の
資
源
回
収

日
に
「
埋
め
る
も
の
」
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
般
の
電
球
や
蛍
光
管
に

似
た
形
状
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
く
確
認
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
不
明
な
場
合
は
「
有
害
な
も
の
」

へ
出
す
か
、
生
活
衛
生
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
（L

ig
h
t E

m
ittin

g
 D

io
d
e

）

＝
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

　
今
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
に
関
す

る
事
項
な
ど
を
定
め
た
「
新
城
市
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
市
内
で
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
収
集
処
理
に
関
す
る
こ

と
や
ご
み
の
排
出
抑
制
の
た
め
の
方
策
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
、

焼
却
施
設
や
埋
立
処
分
場
の
今
後
の

運
用
方
針
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
、
市
環
境

審
議
会
へ
の
諮
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
生

活
衛
生
課
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
は

ど
う
処
理
す
る
の
？

ご
み
処
理
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
」

参
加
者
募
集

　
今
年
度
第
１
回
の
市
民
環
境
講
座
は
、

夏
休
み
企
画
、
小
学
生
親
子
対
象
の

体
験
型
環
境
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
仕
組
み
、

環
境
へ
の
影
響
、
先
進
国
の
責
任
な

ど
の
お
話
や
、
家
庭
や
地
域
で
手
軽

に
取
り
組
め
る
省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
に
向
け
、
普
段

の
暮
ら
し
の
中
で
行
動
に
移
す
き
っ

か
け
の
場
と
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
８
月
８
日

（日）
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
浅
野
智
恵
美

氏

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
親
子
合
わ
せ
て
60
人

　
無
料

　
７
月
23
日

（金）
必
着

　
下
記
の
と
お
り

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

　
市
で
は
今
年
も
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
「
親
と
子
の
走
る
環
境
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
く
体
験
し

な
が
ら
学
べ
る
見
学
施
設
な
ど
を
通

し
て
、
親
子
で
環
境
問
題
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日

（金）
、
20
日

（金）
の
ど
ち
ら

　
か
希
望
す
る
日

　
浜
岡
原
子
力
館
（
静
岡
県
御
前
崎

　
市
）
お
よ
び
、
浜
松
科
学
館
（
静

　
岡
県
浜
松
市
）

　
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
各
日
と
も
親
子
合
わ
せ
て
40
人

　
大
人
500
円
・
子
ど
も
無
料

　
（
浜
松
科
学
館
の
入
場
料
と
し
て

　
当
日
必
要
）

　
７
月
23
日

（金）
必
着

　
「
市
民
環
境
講
座
」
の
参
加
者
は
、

　
一
連
講
座
と
位
置
づ
け
、
「
親
と

　
子
の
走
る
環
境
教
室
」
の
参
加
を

　
優
先
的
に
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。
ま
た
、
昼
食
は
お
弁
当

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

講師：環境カウンセラー　消費生活アドバイザー

　　　浅野智恵美 氏のプロフィール

　地球温暖化防止、省エネ、3Ｒ、エコライフ、生物多様性などをテー

マに、小・中学校、高校、大学、自治体の環境講座を担当。持続可能な

循環型社会に向け、市民の視点での制度設計、環境面で企業と消費者を

つなぐなど、暮らしに根ざした提言を基本としている。

　平成18年度地球温暖化防止活動（環境教育部門）環境大臣表彰。平

成20年度エネルギー・コミュニケーター（環境学習講師）優秀賞。Ｎ

ＨＫ教育番組「どーする？地球のあした」ＷＥＢ質問コーナー回答者、

新たな地球温暖化防止戦略検討会委員、シンポジウムのパネラーなど幅

広い活動を展開している。

「
市
民
環
境
講
座
 

第
１
回
」
を
開
催
し
ま
す

〜
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
〜

講
座
の
応
募
方
法

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
一
輪
車
（
18
イ
ン
チ
）

・
座
布
団
4
枚

・
姿
見
鏡
　
・
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー

・
木
製
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器

・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

・
羽
根
布
団
　
・
一
輪
車
（
子
ど
も
用
）

・
木
製
衝
立
（
つ
い
た
て
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
②
住
所

③
電
話
番
号
④
写
真
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
）
を
生
活
衛

生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課

　clean
-cen

ter@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

講
座
の
応
募
方
法

今月の「リユースの広場」今月の「リユースの広場」

　
市
で
は
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、

環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」
を
毎

年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
５

回
に
分
け
て
、
市
の
環
境
の
取
り
組
み

や
報
告
書
の
内
容
な
ど
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　「
市
民
が
つ
な
ぐ
　
山
の
湊
 

創
造

都
市
」
は
、
市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
で
す
。
こ
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
環
境
基
本
計
画

で
は
５
つ
の
「
わ
た
し
た
ち
の
環
境
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
平
成
21
年
度
版
の
環
境
報
告
書
か

ら
、
こ
の
５
つ
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
た
構
成
と
し
、
市
の
施
策
や
現
況
な

ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
1

「
多
様
な
生
態
系
と
共
生
す
る
ま
ち
」

　
こ
こ
で
は
【
原
風
景
の
回
復
】
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
四
谷
の
千
枚
田
の
特
徴

や
千
枚
田
の
魅
力
・
能
力
、
地
域
住
民

ら
に
よ
る
保
存
活
動
な
ど
の
実
績
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
や
稲

刈
り
体
験
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
の
都

市
と
農
村
の
交
流
や
、
水
路
・
里
山
の

環
境
整
備
な
ど
の
美
化
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　【
自
然
に
配
慮
し
た
ま
ち
な
み
景
観
・

公
園
づ
く
り
】
と
し
て
、
都
市
計
画
課

が
中
心
に
な
っ
て
実
施
し
た
「
景
観
セ

ミ
ナ
ー
」
や
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
教
室
」、

新
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
な
事
業

概
要
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、【
自
然
に
親
し
む
心
の
醸
成
】

で
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日
常
的
に

自
然
に
親
し
み
、
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ

く
る
こ
と
で
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心

を
醸
成
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
園
児

に
よ
る
ア
ユ
の
稚
魚
放
流
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

※
新
城
市
の
環
境
（
平
成
21
年
度
版
）

　
は
、「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
ふ
る
さ

　
と
情
報
館
（
文
化
会
館
内
）」「
環
境

　
課
（
市
民
体
育
館
一
階
）」
で
閲
覧

　
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環
境
課
で
行
う

　「
し
ん
し
ろ
エ
コ
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

　
で
も
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

「
新
城
市
の
環
境
」
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

●em●em
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さ
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み
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　5月30日（日）、桜淵公園で新
城市消防操法大会を開催しまし
た。小型ポンプ操法の部は作手
北分団第2班（写真）が、ポンプ
車操法の部は八名分団第1班が
優勝し、7月24日（土）に日進市
で行われる愛知県消防操法大会
へ、小型ポンプ操法の部優勝の
作手北分団第2班が出場しま
す。

今月の表紙

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　
附
 

木
造
観
音
菩
薩
坐
像

皆さんからの情報をお待ちしています

●問 ■本
●問●申

●問●申

�

�
国
・
重
要
文
化
財（
彫
刻
）

�
昭
和
52
年
６
月
11
日
　
指
定

　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
寛
元
２

年
（
１
２
４
４
年
）
に
仏
師
行
慶
の
作

で
あ
る
こ
と
が
像
内
の
墨
書
銘
か
ら
分

か
っ
て
い
ま
す
。
作
風
は
、
寄
木
造
り

の
彫
眼
で
豊
か
な
表
情
を
も
つ
顔
や
な

だ
ら
か
な
肩
の
曲
線
な
ど
の
平
安
末
期

の
特
徴
と
全
体
が
引
き
締
ま
っ
た
力
量

感
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
併
せ
も

つ
作
品
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
造
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
墨

書
銘
か
ら
建
長
２
年
（
１
２
５
０
年
）

の
作
と
あ
り
、
前
述
の
仏
像
と
同
様
の

作
風
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
仏
像
は
、
巣
山
の
熊
野
神
社

に
あ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
収
蔵
施
設

で
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
仏
像
な
ど
の
文
化
財
の

盗
難
や
放
火
被
害
が
全
国
で
相
次
い
で

い
ま
す
。
４
、
５
年
前
に
も
市
内
の
石

仏
の
盗
難
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を

知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
先
人
た
ち
か
ら
残
さ
れ
た

大
切
な
地
域
の
宝
で
す
。
今
後
も
こ
れ

ら
を
守
り
伝
え
て
い
く
上
で
、
定
期
的

な
見
回
り
や
防
犯
設
備
な
ど
の
点
検
を

行
い
、
写
真
な
ど
の
記
録
作
成
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
質
の
変
化
に
富
ん
だ
新
城
市
は
、

険
し
い
山
や
な
だ
ら
か
な
山
ま
で
身
近

に
山
が
あ
り
、
山
か
ら
流
れ
出
る
沢
や

谷
に
多
く
の
滝
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
知
ら
れ
た
滝
も
あ
り
ま
す
が
、

か
わ
い
ら
し
い
滝
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

主
に
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
、
地
元
の

人
々
に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
滝
で
、
三
軒
だ
け
で
不
動
明

王
を
祀
り
、
滝
の
周
辺
を
整
え
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
集
落
全

体
で
お
祀
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

滝
を
訪
ね
る
と
地
元
と
の
強
い
結
び
付

き
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
熊
野
の
那
智
の
滝
の
よ
う
に
、
本
来

は
滝
そ
の
も
の
が
御
神
体
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
修
験
者
の
修
行

の
場
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
不
動
明
王

が
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
周
辺
全
体

が
信
仰
の
場
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
お

の
ず
か
ら
優
れ
た
環
境
保
全
の
仕
組
み

と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
、
村
々
に
水
車
や
「
ぼ
っ

と
り
」
と
呼
ば
れ
る
精
米
装
置
が
あ
り
、

田
の
水
路
の
見
回
り
も
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
た
の
で
、
川
は
今
よ
り
も
よ
く
手

入
れ
が
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
ま
で
、
家
の
前
の
川
で

米
を
と
ぎ
、
野
菜
を
洗
い
、
洗
濯
を
す

る
家
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
な
る
に
つ

れ
て
身
近
な
水
源
か
ら
遠
ざ
か
り
、
川

に
対
す
る
畏
敬
の
念
も
薄
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
中
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
地
域
ご
と
に
守
り
続
け
ら
れ
て

い
る
、
滝
と
不
動
明
王
へ
の
思
い
は
、

周
辺
の
自
然
を
豊
か
に
次
の
世
代
へ
伝

え
て
ゆ
く
、
素
晴
ら
し
い
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

　
た
く
ま
ず
し
て
先
祖
の
智
慧
が
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
の
先
取
り
を
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
滝
を
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　8月5日（木）・６日（金）

　午後１時30分～３時30分　

　※大雨などにより中止する場合有り

　豊川浄化センター（豊橋市新西浜町1番地3）

　現地

　下水道の仕組みを説明、下水処理場を　

　案内

　小学生（高学年向き）とその保護者

　両日とも20組（申込順）

　無料

　電話でお申し込みください。

申込期間

　7月15日（木）午前9時～実施前日午後5時

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。

阿弥陀如来観音菩薩

若者の職業的自立を支援し、電気技術者に

必要な知識、技術を学びます。

訓練期間

　10月～平成24年9月

取得目標

　電気主任技術者（第３種）、

　電気工事士（第１種・第２種）など

　40歳未満の方で、

　①高等学校卒業または同等以上の学力を

　　有すると認められた方

　②訓練終了後に常用雇用への就職を希望

　　する方

　20人

　・受験料　１万８千円

　・授業料　年間39万円

　※教科書・作業服など諸経費は別途必要

　　です。

募集期間

　7月1日（木）～9月17日（金）

　※定員になり次第締め切り

選考方法　

　面接・筆記試験（一般常識）

湯
谷
の
ひ
そ
か
な
名
所
「
乙
女
沢
の
不
動
滝
」

地
元
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

下準備

　水600ccに、干し鮎2～3尾をつけて6～7時間お

　き、だしをとっておく。

　鮎は内臓を取り除き、軽く素焼きにしておく。

①米は、炊く30分ほど前に洗ってザルにあげておく。

②炊飯器に、米、鮎だし、酒、しょうゆ、塩を入れ、

　素焼きにした鮎をのせて炊き上げる。

③炊き上がったら鮎を取り出し、頭・骨を取ってほぐ

　し、ご飯に混ぜ込む。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（4人分）◆ 

エネルギー　1,997kcal
食塩　　　7.4g（4人分）

　この季節、川で釣りをしている方を多く見かけます。

この季節ならではの魚「鮎」が釣り上げられています。

新城地区出沢には、「鮎滝」という名勝があり、笠網

を使い、鮎をすくって捕まえる「笠網漁」という、と

てもめずらしい漁法が江戸時代から伝えられています。

古文書によると、年間15万匹もの漁獲があり、江戸

の領主にも干鮎を献上したようです。今でも、6月か

ら9月までの時期に出沢地区の人たちにより漁が続け

られており、晴れた日には、のんびりとした笠網漁を

見ることができます。皆さんも、ぜひ一度ご覧になっ

てください。

�米　　　　　　3合

�鮎　　　　3～4尾

�だし（干し鮎）　3合

�酒　　　　大さじ3

�しょうゆ　大さじ2

�塩　　　　　　少々

「食育を推進しています」
毎月19日はおうちでごはんの日
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長篠城址で長篠合戦のぼりまつりを開催しました。

火縄銃の実演や合戦行列などが行われ、約20,000

人の観客が会場へ訪れました。

5月9日（日）

5月21日（金）
5月5日（祝）

市社会福祉協議会主催の福祉チャリティーバザ

ーが新城小学校講堂で開催されました。福祉に

対する理解を深めてもらうことを目的とし、売

上金は老人福祉活動などの事業資金となります。

八名小学校の5年生44人が、小学校近くの田ん

ぼでどろんこ運動会を行いました。児童は普段

あまり遊ぶことのない田んぼで、全身泥だらけ

になって元気に競技をしました。 5月16日（日）

作手亀山古城まつりを亀山城址・つくで手作り村

芝生広場で開催しました。火縄銃演武やよさこい

踊りなどが行われ、新緑の作手に多くの方が訪れ

ました。

5月18日（火）

新城幼稚園の園児97人が、桜淵公

園内の豊川で鮎とアマゴの放流を

しました。園児が放流した鮎の稚

魚約20,000匹とアマゴ約400匹は、

豊川を元気に遡上していきました。

た ん の う

そ じょう
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
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・
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護

販
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・
営
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製
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お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
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国
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機
関
の
た
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す
べ
て
無
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お
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る
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求
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会
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求
人
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集
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申
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込
み
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求
人
条
件
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関
す
る
相
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ロ
ー
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ク

新
城

※
平
成
22
年
4
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター会議室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１会議室

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

7/5（月）　午前9時　（要予約）

7/5（月）　午前10時　（要予約）

7/8(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

7/8（木）午前10時～午後3時※5日（月）正午までに要予約

7/23（金）午前10時～午後3時※20日（火）正午までに要予約

7/14（水）、28（水）　午後1時～4時（要予約）

7/1（木）　午後1時～4時

7/21（水）　午後1時～4時

7/12（月）　午後1時～4時

7/9（金）　午後1時～4時

7/14（水）　午後1時30分～3時30分

7/21（水）　午後4時～8時　（要予約）

7/13（火）、27（火）午前10時30分～午後2時30分

7/15（木）　午後6時～8時

7/20（火）　午後1時～4時　（要予約）

7/21（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

7/13（火）　午後1時～4時

7/21（水）　午後1時～4時

7/27（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

7/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/10（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/24（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

企 画 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

37-2289

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ
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30
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16

3

1
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